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ト
イ
レ
の
自
立
は
重
要
目
標
。

訓
練
に
欠
か
せ
な
い
の
は
ト
イ
レ
環
境
の
整
備

兵庫県尼崎市
尼崎市立あまよう特別支援学校

学校トイレ事例

06
［新築］

1F女子トイレ。ブース内には衣類着脱の
際に使うベッドを設置。ドアは閉めたときに
ブース内に空間のゆとりができる回転式
スライドドアに。汚物流しは、どのブースか
らも使いやすいようトイレの中央に配置。

　

尼
崎
市
立
あ
ま
よ
う
特
別
支
援
学

校
は
、
市
内
の
肢
体
不
自
由
の
児
童
・

生
徒
を
教
育
対
象
に
、
小
学
部
、
中

学
部
、
高
等
部
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
１
月
に
、
西
宮
市
田
近

野
町
に
あ
っ
た
尼
崎
市
立
尼
崎
養
護

学
校
を
、
市
内
の
小
学
校
の
跡
地
に

新
校
舎
を
建
て
て
移
転
。
校
名
も「
尼

崎
市
立
あ
ま
よ
う
特
別
支
援
学
校
」

に
一
新
し
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
尼
崎
養
護
学
校
は
、

1
9
6
0
年
に
西
宮
市
側
の
尼
崎
市

の
飛
び
地
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
児
童
・

生
徒
の
通
学
面
の
負
担
や
建
物
の
老

朽
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
市
の
中
心
部
で
病
院
も
近

く
に
あ
る
、
現
在
の
場
所
へ
の
新
築
移

転
が
決
ま
っ
た
の
で
す
。

　

設
計
の
際
に
、
旧
尼
崎
養
護
学
校

で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
職
員
が
偶
然
教

育
委
員
会
に
在
籍
し
て
い
た
た
め
、
現

場
の
経
験
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
校

舎
に
な
り
ま
し
た
。

 
「
新
し
い
施
設
を
作
る
に
は
視
察
が
必

要
」
と
、
そ
の
当
時
、
兵
庫
県
内
に

あ
る
新
築
ま
た
は
改
築
さ
れ
た
肢
体

不
自
由
特
別
支
援
学
校
３
校
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
ト
イ
レ
づ
く
り
に
関

し
て
は
、
阪
神
地
区
に
あ
る
特
別
支

援
学
校
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
そ

う
で
す
。

　

で
き
あ
が
っ
た
校
舎
に
は
、
肢
体
不

自
由
の
あ
る
児
童
・
生
徒
が
安
全
に

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ち
ば
ん
気
を
配
っ
た
の
は
広
さ
で

す
。
い
ろ
ん
な
姿
勢
を
取
る
児
童
・
生

徒
が
い
る
の
で
、
教
室
の
１
人
当
た
り

の
面
積
は
２
平
方
メ
ー
ト
ル
を
確
保
。

フ
ロ
ア
の
廊
下
の
幅
も
、
車
い
す
の
す

れ
違
い
が
余
裕
を
持
っ
て
で
き
る
よ
う

広
々
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
倉
庫
に
は
、
災
害
時
に

保
護
者
が
す
ぐ
に
迎
え
に
来
ら
れ
な
い

ケ
ー
ス
を
想
定
し
、
毛
布
な
ど
の
通
常

の
備
蓄
品
の
他
、
児
童
・
生
徒
ご
と

に
１
泊
分
の
個
別
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
。

各
個
人
に
必
要
な
医
療
的
ケ
ア
用
品

や
ケ
ア
の
時
間
、
取
り
扱
い
方
法
が
書

か
れ
た
用
紙
も
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

「
高
等
部
を
卒
業
し
た
生
徒
は
、
ト
イ

レ
で
の
自
立
排
泄
が
で
き
る
と
、
進
路

児
童
・
生
徒
の
安
全
の
た
め

ま
ず
は
広
さ
を
確
保

ト
イ
レ
の
自
立
が

卒
業
後
の
進
路
を
左
右
す
る
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の
選
択
肢
が
広
が
る
。
自
立
を
大
目

標
と
す
る
中
で
は
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
た
め
に
ト
イ
レ
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
す
ご
く
大
事
で
す
」

　

と
語
る
の
は
あ
ま
よ
う
特
別
支
援

学
校
の
勘か
ん
じ
ゃ舎
晃
行
教
頭
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
ト
イ
レ
づ
く
り
に
も
注

力
し
ま
し
た
。
大
切
に
し
た
の
は
児
童
・

生
徒
の
安
全
と
安
心
で
す
。

　

現
在
、
全
校
児
童
・
生
徒
56
名
中

51
名
は
全
介
助
が
必
要
で
す
。
ト
イ

レ
利
用
の
際
は
児
童
・
生
徒
１
人
に
つ

き
介
助
者
２
～
３
人
が
つ
き
ま
す
。
車

い
す
同
士
や
人
が
ぶ
つ
か
る
危
険
を
避

け
る
た
め
、
ト
イ
レ
の
ス
ペ
ー
ス
も
広
く

取
っ
て
い
ま
す
。

　

各
ブ
ー
ス
内
も
同
様
で
す
。
安
全
に

介
助
が
で
き
る
よ
う
に
、
車
い
す
の
ま

ま
入
れ
て
、
介
助
用
ベ
ッ
ド
が
置
け
る

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
空
間

の
有
効
活
用
に
役
立
っ
た
の
は
、
回
転

式
ス
ラ
イ
ド
ド
ア
で
す
。
曲
面
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
閉
め
た
後
も
空
間
に
ゆ

と
り
が
で
き
ま
し
た
。

　

各
ブ
ー
ス
に
は
空
調
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
温
度
に
敏
感
な
児
童
・
生

徒
も
い
て
、
寒
い
ト
イ
レ
や
暑
す
ぎ
る

ト
イ
レ
で
は
ゆ
っ
く
り
排
泄
が
で
き
な
い

か
ら
で
す
。
ま
た
、
各
ト
イ
レ
に
は
す

ぐ
に
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
ら
れ
る
避
難
用
の

非
常
口
も
つ
い
て
い
ま
す
。

1F女子トイレのブース。排泄に時間を要したり、体温調節が難しい場合もあるため、
ブースごとに空調を設置。バリアフリー便器には、クッション性がある補高（ほこう）便座
をつけて。

廊下に車いすを置くと避難経路の邪魔になるため、各フロアに車いすを置くス
ペースを確保（写真右側）。温水でも手洗い可能。

1F女子トイレの一つは、小学部低学年の幼児用大便器。便座が冷たいと
びっくりする児童もいるので暖房便座に。介助者は対面する形で膝をつき、
児童の体を支える。

自分で体を支えられない児童・生徒の場合、倒れないように介助者が後ろか
ら抱きかかえる。そのため大便器の後ろに、介助者が座るいすを造作で設置
（右写真参照）。
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「
で
き
あ
が
っ
た
校
舎
の
保
護
者
向
け

見
学
会
で
は
、
皆
さ
ん
が
満
面
の
笑
み

を
浮
か
べ
て
い
た
の
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
ト
イ
レ
も
見
た
瞬
間『
う
わ
ー
っ
！

広
い
！
　
明
る
い
！
』
と
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
」（
同
小
寺
英
樹
校
長
）

　
児
童
・
生
徒
か
ら
も
好
評
で
、
居

心
地
が
よ
く
、
な
か
な
か
出
て
こ
な
い

子
も
い
る
と
か
。

 

「
今
回
の
校
舎
で
は
設
計
段
階
で
現

場
の
声
を
聞
き
、
そ
れ
を
反
映
で
き

た
こ
と
が
よ
か
っ
た
。
も
し
、
こ
れ
か

ら
特
別
支
援
学
校
を
作
る
場
合
に
は
、

現
場
の
先
生
方
の
意
見
を
よ
く
聞
い

て
、
そ
れ
を
反
映
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
」（
勘
舎
教
頭
）

現
場
の
声
を
聞
い
て
設
計
に

反
映
す
る
こ
と
が
重
要

1F男子トイレ。広い空間で車いすの
取り回しがしやすい。すべてのブース
に回転式スライドドアを設置。

1F男子手洗い。麻痺により手が伸ばせない児童・生徒もいるため、車
いすのまま使え、シャワーがついた洗面台に。

1F職員トイレ横の多機能トイレ。オストメイト対応設備を使う児童・生徒
は現在在籍していないため、一般利用がある多機能トイレにのみ設置。

1F女子トイレのブース。お尻を刺激しないと便が出ない児童・生徒もいるため、温水洗浄便座は
必須。体重をかけられる可動式の前方バーを設置。

男子トイレと女子トイレの間に設置したシャワー室。おむつ使用の児
童・生徒の排泄後の洗浄などに利用。
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尼崎市立あまよう特別支援学校  DATA

16,000m
m

名　　　称： 尼崎市立あまよう特別支援学校
所　在　地： 兵庫県尼崎市東難波町2-14-40
児童生徒数： 56名（小学部20名、中学部23名、
　　　　　  高等部13名）（2020年4月）
施　　  主 ： 尼崎市
設計・監理： 浦野設計
施 　　 工：� �村本・三永共同企業体、阪神設備工業所、大阪ガス、

尼崎電機
竣 工 年 月： 2019年2月

広 と々した空間設計がなされ、
さまざまなタイプの便器を配
置。すべてのブースに空間確
保のための回転式スライドド
アを設置し、ブースごとの空調
も完備している。

昇降口の車いすなどを置くスペース。
障がいの状況により、車いす、起立
台、歩行器など数種類の補装具を必
要とする児童・生徒もいる。

教室内でおむつ交換する際は、プラスチックダンボール
で手作りした衝立で囲う。

教室内。教室の中には、一人ひとりの障がいに応じた
いすが用意されている。

体育館内。重度の障がいのある児童・生徒が多いた
め、運動場は作らず、体育館を充実させた。クッション性
を高めた床で空調冷暖房を完備。

体育館内の男子トイレ。体育館は一般開放もしており、
地域開放中はこのトイレを使用する。

校舎内の温水プールは6月～10月まで使用。プールサイド
にトイレが設置され、すぐに入れるようになっている。入り口
上にランプがあり使用中かどうか、遠くからでもわかる。

プールサイドの男子トイレ。介助用ベッド、汚物流しなど
も完備し、さまざまな障がいの児童・生徒に対応できる。

学校マスコットキャラクター
「リッツ君」。

災害時には、学校に1泊できるように、必要なものを保護
者に用意してもらい、防災倉庫に置いてある。医療的ケア
に必要なものやケア方法が書かれた用紙も入っている。

小寺英樹校長（左）と勘舎
晃行教頭（右）。お二人は
過去にも特別支援学校で
教鞭を執ってきた経験が

豊富で、それが新校
舎のトイレづくりに
も活かされている。

6,000mm

男子
トイレ

女子
トイレ

幼

1F
児童・生徒用
トイレ
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